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審査要旨 
 
本論文は、11 世紀のイベリア半島で起こった“モサラベ美術”からロマネスク美術へという
美術史上の重要な移行と転換を主たる研究対象とし、視覚表象をめぐっての様々な環境の変
化に着目しながら、新旧が混在する複雑なこの時代の写本挿絵における様式上の変容を解明
しようとしたものである。 
従来の先行研究では、著名なベアトゥス本をはじめとする“モサラベ美術”、あるいはサン
ティアーゴ巡礼路などで知られるスペイン・ロマネスクがもっぱら個別的に取り上げられる
ことが多く、この二つの潮流の変化そのものに関しては等閑に付されてきた。一方、歴史学
の分野においては、かねてから 11世紀が社会・宗教・文化的に画期的な変節点であったこと
が指摘されている。この事実に鑑みて、歴史学を美術史学に結びつけながら、移行期の諸様
相の解明を試みた点に、本論文の新機軸が認められる。 
 冒頭で「問題の所在」が明らかにされた後、第 I章で当時のキリスト教諸王国の政治・社会
的な状況、特にコルドバのカリフ王国が瓦解した後の、11 世紀半ばのレオン・カスティーリ
ャ王国のフェルナンド１世とその息子アルフォンソ 6 世の時代に焦点を絞り、力関係が逆転
していったイスラーム圏との交流を考察する。一方、グレゴリウス改革はイベリア半島にも
及び、フランスのクリュニー会出身の高位聖職者が特使として派遣された。改革の一環とし
て、典礼の統一化政策のもとで、西ゴート王国以来のイスパニア式典礼は 11世紀の後半に公
式に廃止され、ローマ式典礼が新たに採用された。それに伴い、修道院改革への新たな機運
が興る一方で、保守派の聖職者の抵抗や葛藤のあったことなど、宗教的な実態が歴史的に分
析される。 
第 II 章は、イベリア半島におけるラテン語写本の制作の様相である。まず写本学（コディ
コロジー）的知見や古書体学の研鑽と実見調査による鍛錬を活用して、11 世紀にいたるまで
の装飾写本の伝統と研究史を総括した。次いで、主要な修道院スクリプトリウムの活動の実
態と同院で制作された代表的な写本を概観した。そこで着目したのが先の典礼に伴う、西ゴ
ート書体からカロリング書体（当時は「フランス文字」と呼ばれた）への移行であり、この
問題への洞察は特筆すべき成果であろう。 
第 III章では、当時の重要な写本制作の拠点の一つで、現存作例が多いことで知られるサン・
ミリャン・デ・ラ・コゴーリャ修道院由来の装飾写本群を取り上げる。特に、イスパニア式
典礼用のテキストを西ゴート文字で綴り、装飾として“モサラベ様式”で描いた 1073年の《ラ・
コゴーリャのリベル・コミクス》を範に、それが保守派勢力の反動としての作品であること
を実証的に跡付けた。それとは逆に、同修道院に由来する西ゴート書体の写本で、装飾が未
完のまま後からロマネスク様式で描き足されたものや、カロリング書体でのテキストにロマ
ネスク様式の挿絵が施されたものなど、各写本間での挿絵とテキストの異同を比較検証しな
がら、新旧が混在する移行期ならではの錯綜した象徴的な姿を描いて見せる。 
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最後の IV章は、10世紀から 12世紀の北スペインで制作された装飾写本全般を対象とした
テーマ別の研究であり、移行期に見出される二つの興味深い変化への考察である。 
第一のテーマは、「マージナルな（余白）」挿絵の問題である。挿絵やイニシャルの配置場
所、その形態を分析し、“モサラベ美術”ではほとんど行われていなかったスペースの階層化
や、イニシャルと余白挿絵の区別が、ロマネスクへの移行とともに進展していくことを明ら
かにした。 
第二のテーマは、10 世紀後半に特徴的に見出せる写字生、挿絵師の署名と自画像への考察
である。この特徴は、“モサラベ美術”の時代には、写本の制作者たちがその読者に向けて写
本を大切に扱うように喚起し、また彼らの魂のために祈りを求めており、制作者と受容者と
が心理的に親密な関係にあったからではないかと推測する。ロマネスクへの移行とともに、
王侯貴族など世俗の注文主の台頭に伴って、写字生や挿絵師はその名前を獣皮紙の上に残す
ことはなくなるのである。 
巻末の引用写本一覧や図版に端的にその成果がみられるように、著者はスペインでの長期
滞在を通して、これまでマイナーな評価しか与えられず、ほとんど顧みられることのなかっ
た装飾写本を各地で精力的に実見調査を行ってきた。日本人にしてこの時代に関する装飾写
本の全体像をその裾野から広げた点は、本論文の功績としてとりわけ評価に値するだろう。 
今後は、“モサラベ様式”からロマネスク様式への移行が、純粋に様式的に見てどのように
実現されていったのか、また本論で取り上げられてはいないカタルーニャ地方で成立の写本
群や、当時興隆しつつあった北スペイン各地の彫刻グループとの関連性など、多くの課題を
究明していくことが期待される。 
とはいえ、この学位請求論文は著者にとって、大きく広がる将来に向けての、スペイン中
世美術史およびスペイン写本芸術の研究と理解を下支えする、インフラ的な基層を構築しよ
うとするものであり、真の意味での基礎的な研究を目標とし、またそれを十分に実現し得て
おり、審査委員一致で早稲田大学博士学位の授与に十分値すると判断された。 
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